
意見シート

．．；名：一般財団法人日本民間公益活動連携機構
0委員確認欄（総合的な意見）

, . -・. 

詑入年月日：平成30年12月4日
意見 評語

記入者の氏名：
（委員記裁）分経備団わ連っをてバいッるクもLしている組織なので指定活用団体として
の能力は十 のと思料された。但し、多様性を担保した組

織体制他このの、構担の県築保経やのは済市必必団町要体要村性不ととののを可強「継欠連く続で携感あ的Jじをりなた、明連とそ確携このにろ関たす。係め特るのににの構は全も築商国一も工綽考強会織でく語なは望所のなむいでやと地だこ経ろ域ろ済でうの同あ網羅性
友会等
か。また、
る。 B 

※評語掴に記ム丈る記登の壼え方

A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる。

B: 「指定の基準」を満たしていると認められる。
C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること。

〇事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

若眼点
基準該当 公募要領記載の「確認項目J 確認 偏考 急見 評語
番号ページ 結果

I意欲
（委員記薮）代惑表、責理任専感のI「誰ひとり取り残さない持続可能な社会づくり」
に対する使命 よしっかり感じられた。

A 

役員（代表理事）の 「3.f旨 面接においては、指定を受けようとする団体
社会課題に対する問定の
任題惹感識、使命感、責 基準 P3 

（以下「指定申す請る団i体」という。）が指定活用団

等について確招 につい
体の使命に対 強い実行・実現君志を有し

する。 て」
ていること等も確認。
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｀ 
0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

若眼点 基準 1該当 公募要領記載の「確認項目」 確認 備考
番号ベージ 結果

意見 評語

n業務実施体制・能力の適確性
計画はおおむね基本原則に 合しているものと休眠預金等交付金L係る資金の活用の目標や基本原則等,_.ついて以下に （委員記戟）

①預業金務実施計画に係がる、基資本金方の針活を用踏のま目え標、休眠

記載あり^
思料された。経団連がバックにあることから運営体制は十分持続可能な

P225~P232棠務実施計画、組織運堂にあたっての基本的考え方（概要）一 ものと期待される．但し「誰ひとり取り残さない」ピジョンの実現のために

第2 P4 等交付金 や基 パワーポイント資料r,.1組織運営の理念（持続可能な組織運営のため は、多様性を受け入れられる体制づくりが必要と感じられた。特に全国組

本原則等に適合していること。 に）」、「1.2組織運堂の基本的考え方」 織として地域の網藉性をいかに確保するか、留意すべきであろう。

i)業務実施計画 P252~P259業務実施計画 「1-1.組織運営の理念（持続可能な組織運

続えへが、の可、基基逗能本本性元原方、、則透針共を踏ま

営のために）」、 「1-2.組織運営の基本的な考え方J
B 

（国民 組織運営体制等について以下に記戟あり。
助、持

②進業業務実施計画において、民間公益活動促明性・
第2

P247~P248業務実施計画、紐織運営にあたっての基本的考え方（概要）一

説明責任、公正性、 P4 務を適確に実施できる組織運営体制等 パワーポイント資料「1.3組織体制」

多様性、革新性、成 が整偏できる見通しが示されていること。 P279~P287業務実施計画「1-3.綿織体制J、「2.業務実施に当たっての．

果最大化、民間主 基本的考え方等J

導）等に適合してい
るか。 民間公益活動促進業務ごとの実施について以下に記載あり。

③ごと棠に務適実確施に計3画が、民間公益活勁促進業務
P233~P246業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）一

第2 P4 実施できるものであると認められ
パワーポイント登料「1.2(3)運営戦略と実行」

ること。 • 
P260-P278業務実施計画「1-2-3.運営戦略と実行」
P288-P315業務実施計画「3 基本方針に示された指定活用団体の棠務ご
との目標、業務の実胞内容、実施体制、実施計画」

P247~P248集務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）一 （委員）が記、載多）様性組の織確運保営に体留制怠はす十べ分き実で務あ能ろ力うを偏えたものになると思料さ

バワーポイント資料「1.3組織体制」
れる 、 。

P279~P287業務実施計画「1-3.祖織体制J、「2.業務実施に当たっての

②の諸助成に係る業務を行う部署とは別に、社会
基本的考え方等」 B 

課題ごとに現地詞査を含む継線的な進捗 上記のうち、P247~P248業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え
第2 . P4 菅理や助言・協カ・支援及び成果評価の点

検する検こ証と。等の機能を適切に発揮できる体制と
方（概「1要-）ーパワーポイント資料「1.3組織体制J、P279-P280業務実施計

画 3. 業組務織を体行制う」部に署お等いにてつ、
助成に係る いて以下の記戟あり．

資金分配団体管検理の証選、・成支定果援、助評担成価当の：奉点棠検部・ 審歪・助成担当
支継援絨：的進捗 検証、非資金的支擾・企業等との連椎
車業部

P322 員渡一別郎の（紙地構（様方経成式済自の3治界(多体）1様.関評性係諸J者と貝し）名て簿各）評※掲裁順「評躾 詣員について以下のとおり記較あり。
・麻生

ii)組織運営体制が ④識評経験譲員会は、経済界、金融界や労楊界、学 •伊藤

整っているか．
者、マスコミ、ソーシャルセクター（公益 •川北秀人 (NPO団体代表者）

第2 P4 活勁に係る分野）等の幅広い分野から人材登 •久保田政ー（経済界）
用を図り、構成の多様化を図ることが望まし •横尾敬介（経済界）
い。 ・相原康伸（労働界）

・岩本秀治（金融界）
•野村浩子（ジャーナリスト）
・日比谷潤子（学謙経験者）

⑤理事会は迅速な意思決定を図る観点から、 P323別紙様式3(2.理事名燐）※褐裁順
理挙の総数は必要最小限にとどめることが望

第2 P5 ましいn
・ニ宮雅也（非常勤理事（代表理事〉）

人（参数考の：一般財団法人を設恒する場合、理事の
・逢見直人（非常動理苺）

下限は3人）
・柴田雅人（常勤理挙）

参考
2 準備行為実施計画の内容が適確に実施でき

第2 詑―るものとなっているか。 P316~P320準備行為実施計画

ール）
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〇事 務 局確認欄 0委 員確認欄（着眼点別）

落眼点
基準 該当 公募要領記裁の「確認項目」番号 ベージ

確認 備考 意見 評語
結果

n業務実施体制・能力の適確性の続き
〈委員記栽） 経団連をハックにしているので経理的基礎は十分偏 A 

P248卜棠黄務料実「施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）ーパワー わっているものと思料される。

ポイン 1. 4所要資金（概算）」
P280~P28f 業務実実施計画「1-4務.組運織営及コびス業務運営のコスト」
P31'3~P314業務施計画「8.業 卜（事務所運営蓑用含む）2019 
年度~2023年度J
. P318~P320準備行為実施計画厄準傑行為実施計画関連黄用（概算）J
P686財産目録（平成30年7月18日現在）

貸蹄借対照表、収支予箕筈等による財務状態を
第3 PS まえ、今後の財務の見通しが適切であるこ 財務状態等について以下の記載あり。

と。 （財産目録）
資産合計300万円／負債合計0円／正味財産合計300万円
（支出）
業務運営コスト（事務所運営妾用含む）2019年度~2023年度（税込み）：
3億4032万円(2019年度）、4億3849万2千円(2020年度）、 4億5144万7千円
(2021年度）、4偲5886万4干円(2022年度）、4億7498万3千円(2023年度）

助成金のた実め施の計所画要期資金：31億円1年
準備行為 間の登用：2偲6066万8180円（税込み）

法人の財産の管理、運用について理事、監亭が関与する体制について以下
に記載あり。
P7定款第7条（財産の管理等）
P639~P640理事苺の職務権限規程

第3 P6 法人の財産のす管る理｛、運用について理事、監事
P669~P671監監査規程

が適切に関与 体制を登備すること。 P672~P681経理規程
P247~P248業務実施計画、絹緑運営にあたっての基本的考え方（概要）一

iii)経理的基礎が
パウーポイント貧料「1.. 3組織体制」
P279-..,P287業務実施計画「1-3.f.JI. 織体制」．、「2.業務実施にあたって

整っているか． の基本的考え方等」

経理を行うための人員及び体制について以下に記載あり。

経を確理保をす適正る見に込行みうたがめあのる十こと分。な人貝及び体制
P247~P248業務実施計3紐画織、組体織制運J営にあたっての基本的考え方（概要）一

第3 P6 パワーポイント資料「1.
P279~P287業務実施計画 「1-3.組織体制」、「2.業務実施にあたって
の基本的考え方等J

第3 P6 他がでのき団る体株の式窓等思を決保定有にし実て質い的なにい関こと与。すること

゜
第3 P6 必要な会計帳簿を偏ぇ付けること．

゜
第3 P6 他民間の公業務益活に勁関す促る進経業理務とにを関tす分るし経で理整と理そすのる

゜←と。

第3 P6 
会計監歪人を設琶する旨を定款で定めるこ

゜
PらP会3lれ計227で監定い別査款る紙人第。様・2E7式条Y・3"新第(4日4.本項会に有計お限監い貢査て任人、監「名こ査簿の法）法人人＿に、会計監歪人を琶く。 」と定め

と。

第3 1'6 法つ算監い書査にて規霙にはつ定見資すいを金付てる収収はす公支支こと認予ベをー会算諸ス書計規の士及程もび又等の収はにと支監定し決査＇：め収冥法る支書人こ決にのと．

゜
第3 P6 監事のであうちる少ことな；くとも1名が公認会計士又は税理士 ． ゜

P•枷土32岐澤4別敦蓑紙ー司様（（非非式常常3(動勤3.）） 監（弁事讃名士薄）） ※掲載順
（（弁公認会計士）
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0事務局確認欄

若眼点 「Hlr-土l 公募要領記載の「確認項目」 1且塁I
II業務実施体制・能力の運確性の続き

備考

-＿ 0委員確認欄（着眼点別）

意見 1評語

第3 IP6 

①民間公益活動やソーシャル・イノベーション
に関する十分な知謀を有するほか、助成を
行った実績を有するなど、民間公益活動促進
業務を適確に実施するために足る知謡・技術
を有する役巖員を琶くとともに、必要に応じ外
部の専門家等を活用すること。

専門的能力等に関する零項について以下に記戟あり。
P328~P552別紙様式4(履歴苦）

外部の専門家等について以下に記戟あり。
P793~P815専門家会諜委員名簿

環貝記載） 経団連をパックにしているので技術的専門的基礎を竪え
る4 とは十分可能と思われるが、ブレゼン内容からそこまでの確認はでき
なかった。

8
 

iv)技術的（専門的）
基礎が整っている 1第3 IP6 
かぃ

②特に、資金分配団体になり得る団体に関す
る十分な知見やネットワーク等を有すること、
非資金的支援を必要に応じて外部の団体や
専門家とも連換しつつ伴走型で提供できる能
力を有すること、JCT等を積極的に活用するこ
と。

専門的能力等に関する事項について以下に記裁あり。
P328~P552別紙様式4(陵歴君）

外部の専門家等について以下に記裁あり。
P793~P815専門家会諾委員名簿

第3 P6 
③また、案件粗成・案件発掘能力を有すること
及び科学技術分野の動向に知見を有すること， 一
が認められることが望ましい。

専門的能力等に関する琴項について以下に記載あり。
P328~P552別紙様式4(瞑歴芸）

外部の専門家等について以下に記載あり．
P793~P815専門家会語委員名簿

（委員記載）役員は日本を代表する企業のマネジメントを経験されてい
るが、 「誰ひとり取り残さない」ビジョンを実現する組織のマネジメントが同
様にできるかどうかはブレゼンでは明確にならなかった。

B
 

V)役貝（代表理挙）「3.指
は適確に運営する十定の
分な資質（マネジメン基準 IP3 
トの能力等）を持ってについ
いるのか。 て」

面接においては、指定を受けようとする団体
（以下「指定申諸団体」という。）が指定活用団
体の使命に対する強い実行・実現意志を有し

I -

ていること等も確認a

I 

'・、
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

落眼点
基準 該磁

公募要領記栽の「確認項目」
確認 備考 意見 評語

番号ページ 結果

m中立性・公正性
【組織運営体制に関する挙項J が（委、貝公記正載性）の運確保営上に努のめ工よ夫うとと思すわるれ姿る勢ほはど感のじ内ら容れはた確。認できなかった

P247-P248 業務務3槌実実粒施施体計計制画画」、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）ーバワー
ポイント資料「1,

①めに民、間コ公ン益プ活ライ勁ア促ン進ス業施務策のの適検正討な等実を施行のうた組
P279~P287莱 「1-3租織体制J、「2 業務実絡にあたっての基本 B 
的考え方等J

第2 P4 
織(l)下（外に部実の施有等識を者担等うも参加するもの.)及びそ

上記)-の,うち、P247~P248業務実旋計画、維織運営にあたっての基本的考え方（概

部署を設産すること。
要 （ワーポイント資料「1.3雑維体制J、P279~P280業務実施計画1-3.糸J!維

体「「ココ制ンン」ププにララおイイいアアてンン、スス旋委菜の検討「総等務を部行総う奇務Ji樺担及当び」のそ記の戟下あにり実。施等を担う部署」として、
貝会」、

P247-P248 1業業,務務3名実実Jl紐施施計体計制画画J 、組織運営にあたっての碁本的考え方（概要）ーパワー

③資資金金分配団体におされい、て事休業眠が預適金正等にに遂係行るさ

ポイント資料「
P279-P287 「1-3.維織体制」、「2.業務実施にあたっての基本

第2 P4 
が公正に活用 的考え方等j

れるよう監習するために必要な専門部署を設 上記)-の,うち、 P24イ7ン-トP資2~料8業務実施計画、雑織運営にあたっての蕊本的考え方（概
器すること。・ 要 Vワーポイ 「1.3稚織体制」、P279~P280業務実施計画1-3.綿粕

体資制」において、
金分配団体の監吾を実施する部答として「総務部監笞担当」の記栽あり。

【諸規程等に関する孝項］

第2 P5 ①程規的評に程、役組議等員員織をの礁の会報え運及酬る堂びこ規を理と程公手。、正会情にの報行運公う営開た規規め則程にや必等倫要、理一な規般諸

゜
制るiた)・公諸め規正に性程組をが織確整運保傭営すさ体

第2 P5 ②評公当評該議益譲決員活議動又員会促には理つ進又い事棠はてを務理特除事規別い会程のたのの利上決案害で譲に行関定にう係め当こをたると有こっをすとて民。るは間、

゜
向忠2●輝、町比"ば貪"序町評罰出攀,-営埠"員及紐い編会，，て及理蹟の特囀事運恢閑よ営の事前醜）打会""第をの穫迦団決（町彰いに議に;に呻聞.当す",たる.. 、っ鑽四.. て豆霜はを印負，定盲刃続の項9年遅にもの定事9"とを環す節"るれ"""‘た．濃上程召に行釦基びうd、

れているか。不正行

為や利組が益織なさ相運れ反営て防上い止のる等の
工夫
か．

③当適な道登役す切集見る臓俎な享及厖員叫項びにr釦年是対のこ1こ正おし案閥ていをlすe>．て図ぇる印内る自b雌こ容る己出と確こ申を,.と認瓦告,。を利間を微益さ公底相せ益し反た云、1上迅こ勘で該蕊股第2 P5 

゜
P63B＄l額及別びに紙つ評様い諸式7(役貝及び評藷貝の年間報蔀等見込額並びに職呉の給与の年間支給
見込艮 て）
役 評論貝に対する報醜等について以下の記載あり．

評涵表理貝事（非（常勁常0,0）勤080）1千015干円0円千{I円（名評（（品理年事員間会会乾醜3300）千円(1回あたり報報!illl醐) X9名X3回朋慨）代 非 干円(1回あたり醐）X1名X5回開催）
理苓（常勤常） I ) 

④及民び評間語公益員に活対勤す促る進報業酬務等にに係つるい理て琴は、監、民車間

理~(非 勁）150千円（理事会 -30干円(1回あたり報戟）Xl名X5回開催）

謡監(3事名只（非管常理職勁）1.200千円(600千円（年問報醐)X2名〉
（ ）の一吝7.人0務.当50た局0り次※給長社与兼会8務,8保1） 2干円（人致：8人 寧務局次長(1名）4部室の部長

第2 P5 
寧業者の役員の報酬等及び況従そ業員の給与、 ※苓案部長は 各部1名(4名）

指:定活用団体の経理の状 の他の専惜を 年間支む（笞給）理見職込以粒外額） 険料吝棠主負担分を除く

慮準をして諸不規当程な等水に準定とめなるらこなとい。ような支給の
職貝 の一人当たり給与5,658千f'I(人数：15人t内非常勁7名、派迂社目1
名含 ） 
年間支給見込総額84、880※社会保険料事業主負担分を除く）

P158 第2回理吝会貸料3
「年収水準について」の記蔵あり。

（次ページに綾
P61B-P620役負及び評磁貝の報酬等並びに共用に競する規程、P62t-P637給与
規程

. .. . . . . . . . 
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〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

箔眼点 翡 ,;'_';, 公募要領記載の「確認項目J 悶 備考 意見 評語

（前ペ ジにご記入ください） ~. 

（前ページから

⑤議体の民員のであ関聞、理る公係亭こ益者と．活にを監勁対諸事促し規．、臓進程特業負等別そ務にののを定利行他め益うのるをに指こ与当と定えた．活なり用い、評団も
'"第利（私5益"的条の利倫追評益理求議追規の員求程た及のめび禁に役止利職）用.す,,る、こそとのが職あ務っやて地はな位らをな自い己。又は第三者の私的な

前

の続き） 第2 " ゜
ペ
I 

ジ

に

閃
＜ 
だ

さ

し‘

第2 e; ⑥諸不規正程行等為を備やえ利る益こ相と反。防止のために必要な

゜

第2 " ゜
P647~P650内部通報（ヘルブライン）規程

第2 " 
⑧活益定定民の勤をめ与間111るを行えこ人公とるう益又。者行活はに為勁団対を促体行し進の、わ寄業利な附務益いそをのこ行のみとう他をのに終の増当規特大た程別をり等回の、に特る利

゜
"第るら（特な活7"別条い動の、倫を評利行理議益う規員者を程与及にえび対る役し行、職寄為●付のはそ禁、の特止他定）のの特個別人の又利は益団を体与のえ利る益行の為みをの行増っ大てをは図な

第2 " 
⑨益号さ人せ残法の）第る余人認5旨若財定条を産し等"定くをに号は款類関に公に似す規益定のる定社め法亭す団る律葉るこ法を（法と平人目。人成及的又び'"とは年公す国法る益に他財律帰の団第属" 公法

゜
"（財国残産に'余贈は財定与．款産評すの議る描員も属の会）との第す決'"譲る条を。経このて、法公人益が認渚定算法を第す5る条場第合"に号おにい掲てげ有るす法る人残又余は
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 基準 該蝸 公募要領記戟の「確認項目」 確認 備考 急見 評語
番号ページ 結果

m中立性・公正性の続き

①又が各は、理3理事親事等のに総内つ数のい親のて3族、分当等の該で理1あを寧る超及理えび亭なそのいの合こ配計と偶（数監者

が（委、員公記平載性）の利益相反防止の工夫と思われる内容は確認できなかった

P591別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出されてい
観点からは適切と思料された。

第4 P6 

゜る。ii)成役が員、又は職員の

挙についても同様とします）。 B 

構 公正性の観

②そ理えのな事他い他ののここ同合とれ計一（に監数の準事団がずに体、る理つの相車い理互ての事にも総又同密数は様接の職とな3員し関分まで係のすあに1）るを．あ者超る点から防適止切のか工。夫利が益 P59.I別紙様式6(役員又は牒員の構成についての確認書）が提出されてい
相反 第4 P6 

゜なされているか．
る。 '

③と。職負が特定の団体の出身者に偏らないこ
P391 ~P396、P411~P551別紙様式4(股歴吾（職貝｝）

第4 P6 P591別紙様式6(役員又は糊員の楕成についての確認菩）が提出されてい
る。

③する民こ間と公に益よ活り動促進業務以外の業務を実施
（委員記裁）当組織は指定活用団体の業務を目的に設立されたもので

第5 P7 
、民間公益活勁促進業務の実 P688別紙様式8(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明号） あるが、「誰ひとり取り残さないJというビジョン実現に向け経団連としての

施に支障を及ぼすおそれがないものであるこ 民間公益活勁促進業務以外の棠務を行う予定はないとしている。 活動も明確にすることが期待される。

と。 A 

iii)民間公益活動促
①職い民る員llllこ、と組公。織益及活び動予促算進等業が務実と貿そ的のに他区の分業さ務れのて進業務以外の業務 第5 P7 

゜を行っている場合に
は、その業務を行う
ことによって案務の

②務民とな間っ公て益い活る動こ促と．進．棠務が法人の主たる業公正な実施に支障を 第5 P7 

゜及ぽさないか。

第5 P7 ④業るお務社そ又会れ的はの信公あ用のる秩を業維序務持若をすし行くるはわ上善なでい良ふこのさとわ風。し俗くをな害いす

゜ 腺（委が員霰記え栽た）． 代表理率の受け答えから、中立性・公正性に対する強い意

面接においては、指定を受けようとする団体 A 

「3.指
（以下「指定申諸団体」という。）が指定活用団

iv)役員（代表理寧｝
定の

体の使命に対する強い実行・実現意志を有し
はす中立性・公正性に 基準 P3 

ていること等も確認0
対る強い意肱があ 民間公益活勁促進業務の適確かつ公正な
るか。

につい 実施に支障を及ぽすおそれがなく、特定の目
て」 的を有して活勁している既存の団体では困難

な、中立的な立場を守る必要がある。

IVその他
（委員記裁）緊急災bに害考支え援たプ1ログラムについては、当制度の手続きに踏
み、復旧支援を中心 まうが現実的と思料された"

棠務実施計画・準備行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなど。上
記l~filに関する点を除く．

7/10 



ロ ー ゜事務局確認欄 I 

一

公募要領記載の「碓苫項目」 1 落眼点

民間公益活動の
促進に資するこ
とを目的とする
一般財団法人で
あること

欠格事由

必要君類の有無
及び菩類上の記
栽の有無の確認

，第1 " 

第1 " 

ゆ定款で定める指定申請団体の目的が、法
第"条第1項で定める指定活用団体の目的
（民間公益活動の促進に資すること）に適合し
ていること。

'②「一般社●法人及び一般財団法人に関する
法律（平成'"年法律第雑号）」（こ規定される一
般財団法人であること。

指定●藷団体が、下記①-@のいずれにも該
当しないこと。
①法第"粂第3項各号に掲げる団体
②法第"粂第1項の規定により指定を取り消
され、その取消しの日から3年を経過しない固
体

第'I'-
③役員のうちに次のいずれかに骸当する者が
いる団体
イ禁饉以上の刑に処せられ、その刑の執行を
終わり、又は執行を受けることがなくなった日
から3年を経過しない者
ロ法の規定により罰金の刑に処せられ、その
刑の執行を終わり、又は執行を受けることが
なくなった日から3年を経過しない者

指定活用団体指定申請帯（別紙様式1参照）

①指定申諸団体の基本情報（別紙様式2参照）

②定款

③登記事項証明書

＠指定の申請に関する意思の決定を証する書類

⑤設立趣怠書及び設立者の一覧（様式自由）

⑥業務実施計回（様式自由）

イ組織全体の使命・目標

口業務実施に当たっての基本的考え方等

0 ,_ 

0 ,_ 

0 ,_ 

1（有0） 
10 
（有）

11有0） 

1（0 有）

11有0） 

1（有0） 

゜（有）

1゚0 

施"ごと計基の画本目方標針、業に務示のされ実た施指内定容活、実用施団体体制の、業実務1 0 

伊士

0委員確認欄（着眼点別）

•• ヒ」
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〇事務局確認欄

落眼点 Iぢ9ー当ツ 公募要領記載のr確認項目 j 翡I 備考

⑦準備行為実施計画（様式自由） 品，＿

優プロ先セ的スにの解明決確す化べき社会の諸課題の決定の
゜

資成金の分プロ配セ団ス体のの明公確募化に1向資け金た提各供種契書約類書の等作） 1 ゚

評確価化指針・マニュアルの作成のプロセスの明 1 0 

シのン明ポ確ル化マ-クの作成準備，決定のプロセス 1 0 

各種規程等の整備のブロセスの明確化 10 

資Tシ金ス分テ配ム団の体企に画対のすブるロ公セ募ス言の助明成確等化に係る,c1 ゚

I 
Rを関含評すむる織事。員）項、の役を氏員記名載、、職住し●た所及書、び履類会歴（別計及紙監び様査専式人門3的（及就能び任力4予参等定照に者） I , 有゚） 

載必及要びの書害有頷類無の上の有の確『無認1 
1⑨定詳者議の就員任、役承員諜、書瞬"員り及紙び様会式計5参監照査）人への就任予 I, 有0)]— 

⑩指が及（別役定、ぽ紙民職のす様間基お員式公そ準（就6益れに参任活がつ照予動ない）定促いて者進も」がをの業含で務第むあの4。る公）役こに正と員つな」又をい実確はて施職認、に上員し支記たの障書「揖,を類.成I , 有゚I

0委員確認欄（着眼点別）

惹見 評語

IR 民間公益活動促進業務規程の案（様式自由） 叫゚―
法第"条第2項第1号において．民間公益活動促進業務規租に定めることと
されで、ヽるもののうち「資金分配団体及び民間公益活動を行う団体の選定の
基準Jに関し、以下,. ., 祁おり。

基本方針に示された"定活用団体の業務ごと 民間公益活勤促進業務規祖（案）のうち,..,_,.,.
の実施の方法に関する事項 I O I第5条（助成の方針）

第6条（助成の対象）
第1条（選定審査の観点）
第8条（優先選定）
第9条（選定配慮事項）

民問公益活動促進業務の適正を確保するた
めの体制の監儲に関する事項（ガバナンス、10 
コンプライアンス体制に関する事項等）

休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲 1 0 
集務委託の基準

契約に関する基本的挙項

収支決算芸に係る外部監査の実施に関する

竺

0
-
0
 1
0
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0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

落眼点 昇 該ー当シ 公募要領記載の「確認項目 j 計 備考 急見 評語

゜
⑫各種規程等（様式自由） 品
・評繕員会の運営に関する規程 ゜（有）・理事会の運堂に関する規程 品
役員及び評議員の報酬等に関する規程 ゜9有）
支紙の●靡給指の様員定年見式のを間込7給参受報額与照け酬を等）た示等）に場し見関た合込す資に額る料お並規をけび程添るに（役付指職す員定員及る活のこび用給と評団。与織'体の" 品

・理車の職務権限に関する規程 ゜（有）
・倫理に関する規程 ゜（有）・コンプライアンスに関する規程 ゜（有）・公益通報者保護に関する規程 ゜必要び書菩有類頼無上の有記認• 

（有）

及載の のの確 ・惜報公開に関する規程 品
・文吾望理に関する規程 品
・リスク管理に関する規程 ゜（有）澄監寧の監査に関する規程 品
•経理に関する規程 ゜（有）・組織（享務局）に関する規程 品

⑬びあI●財っ前諸て産事のは業目日、年録その度並の属びに設すおに立るけ当時事る事に業貸業お年借年け度対度るに照に財設羨お産立け目操さる録れ益収1た計支法算予人書算に及号 品

及参は民、ぽ照民す問）間お公公そ益益れ活活が励勁な.促い進旨'業を務説務以明の外し公のた正菜書な務類実を（施別行紙にう支様塩障式を8 に 品

⑮を類含指（別む定紙。を）様受が式け欠9よ格参う亭照と●す）にる該法人当し及なびい役こ員と（を就誓任約予す定る者書 品
⑯一覧行政1別機紙関様か式ら'"受参け照たI"導等に対する措琶状況の

゜（有）
⑰事務所のレイアウ1-図（様式自由） 品
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